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ト
ル
コ
の
政
情
不
安
が
続
い
て
い
る
。
日
本
外
務
省
で

は
、
二
〇
〇
七
年
十
月
二
十
五
日
に
イ
ラ
ク
国
境
に
接
す

る
ハ
ッ
カ
リ
ー
と
シ
ュ
ル
オ
ク
の
二
県
に
、「
渡
航
の
是

非
を
検
討
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
「
警
告
」
を
出
し
て
い

る
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
及
び
南
東
部
の
十
県
に
は
、「
十

分
に
注
意
し
て
下
さ
い
」
と
の
「
注
意
情
報
」
で
あ
る
。

　

イ
ラ
ク
の
フ
セ
イ
ン
政
権
が
倒
れ
、
ク
ル
ド
自
治
区
が

圧
政
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
に
、
要
因
の
一
つ
が
あ
る
。

自
治
区
が
基
地
と
な
っ
て
、
ト
ル
コ
国
内
で
の
爆
弾
テ
ロ

活
動
が
活
発
化
し
た
た
め
だ
。

　

ク
ル
ド
人
は
、中
東
を
中
心
に
世
界
で
三
千
万
人
が
住
み
、

領
土
を
持
た
な
い
最
大
の
民
族
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

う
ち
一
千
五
百
万
人
が
、
ト
ル
コ
国
内
に
居
住
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
約
七
千
五
百
万
人
の
人
口
を
擁
す
る
同
国
に

と
っ
て
は
、
大
変
高
い
比
率
で
あ
り
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
。

「
チ
ャ
イ
」
を
ご
ち
そ
う
に

「
ジ
ャ
パ
ン
・
グ
レ
ー
ト
」

　

十
数
年
前
に
な
る
が
、
そ
の
ト
ル
コ
、
し
か
も
ク
ル
ド

人
が
多
く
住
む
東
部
地
方
を
、
団
体
バ
ス
旅
行
し
た
こ
と

が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
バ
ス
が
田
舎
を
走
る
と
き
に
は
、

常
に
パ
ト
カ
ー
の
先
導
が
つ
き
、
警
護
を
し
て
く
れ
た
。

　

と
書
く
と
、
さ
も
物
々
し
く
感
じ
る
が
、
実
は
の
ん
び

り
、
ゆ
っ
た
り
し
た
旅
で
あ
っ
た
。
地
方
都
市
で
は
、
地

元
の
人
に
何
度
か
お
茶
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
り
も
し
た
。

　

茶
と
い
っ
て
も
、
濃
い
ト
ル
コ
コ
ー
ヒ
ー
で
は
な
い
。

同
じ
濃
く
て
も
、
紅
茶
で
あ
る
。
彼
ら
が
い
う
と
こ
ろ

の
「
チ
ャ
イ
」。
こ
れ
が
飲
み
や
す
く
、
旅
の
休
憩
の
友
、

定
番
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

　

ふ
ら
り
と
町
の
チ
ャ
イ
屋
に
入
る
。「
ア
ー
・
ユ
ー
・
ア
・

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
？
」
と
訊
か
れ
る
。「
イ
エ
ス
」
と
答
え
る
。

そ
う
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
客
た
ち
が
寄
っ
て
き
て
話
し
か

け
ら
れ
る
。
チ
ャ
イ
は
店
主
の
お
ご
り
と
な
っ
た
り
、
客

の
誰
か
が
勘
定
を
持
っ
て
く
れ
た
り
と
な
る
。

　

電
気
店
の
シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
眺
め
て
い
た
ら
、
中

か
ら
手
招
き
さ
れ
た
。
入
っ
て
み
る
と
、
店
主
に
椅
子
を

勧
め
ら
れ
る
。「
ソ
ニ
ー
・
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
」「
ト
ヨ
タ
・

寺
井 
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ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
」「
ジ
ャ
パ
ン
・
グ
レ
ー
ト
・
カ
ン
ト
リ
ー
」

な
ど
と
言
わ
れ
、
小
僧
を
ど
こ
か
に
走
ら
せ
た
。
し
ば
ら

く
す
る
と
、
チ
ャ
イ
が
出
前
さ
れ
、
ま
た
ご
馳
走
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
座
礁
事
故

明
治
維
新
を
模
範
に
国
づ
く
り

　

ト
ル
コ
は
、世
界
三
大
親
日
国
の
一
つ
な
の
で
あ
る（
ほ

か
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
台
湾
）。

　

な
ぜ
、
そ
う
な
っ
た
か
。
ま
ず
は
、
一
八
九
〇
年
の
エ

ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ト
ル
コ
船
で
、

日
本
親
善
視
察
旅
行
か
ら
の
帰
路
、
和
歌
山
沖
で
座
礁
。

五
百
八
十
一
名
が
死
亡
し
、
生
存
者
は
六
十
九
名
の
惨
状

に
対
し
て
、
日
本
側
は
「
生
存
者
の
救
助
、
介
護
、
犠
牲

者
の
遺
体
や
遺
品
の
探
索
、
沈
没
し
た
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
号

の
引
き
揚

げ
な
ど
、
官

民
を
挙
げ
て

実
に
手
厚
く

行
わ
れ
た
」

（
山
口
洋
一

著
『
ト
ル
コ

が
見
え
て
く

る
』）
か
ら

で
あ
る
。
生

存
者
は
、
の

ち
に
日
本
の

巡
洋
艦
で

丁
重
に
送

還
さ
れ
た
。

　

第
二

は
一
九
〇

四―

〇
五

年
の
日
露

戦
争
で
あ

る
。
大
国

ロ
シ
ア
を

小
国
日
本

が
破
っ
た
こ
と
に
、
ト
ル
コ
は
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
ト
ー
ゴ
ー
と
か
、
ノ
ギ
と
い
っ
た
姓
を
名
乗
る

人
も
出
た
の
で
あ
る
。
言
わ
ず
も
が
な
だ
が
、
日
露
戦
争

の
英
傑
、
東
郷
平
八
郎
提
督
や
乃
木
希
典
将
軍
に
ち
な
ん

で
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
首
都
ア
ン
カ
ラ
に
あ
る
一

番
高
級
な
靴
店
は
、ト
ー
ゴ
ー
（
Ｔ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
）
と
い
う
（
前

述
書
参
照
）。

　

第
三
は
ト
ル
コ
共
和
国
建
国
の
父
、ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ

ル
ク
が
明
治
天
皇
を
尊
敬
し
、
明
治
維
新
か
ら
始
ま
る
日

本
の
近
代
化
を
模
範
と
し
て
、
国
づ
く
り
に
励
ん
だ
こ
と
。

　

第
四
は
朝
鮮
戦
争
で
西
側
の
一
員
と
し
て
戦
っ
た
ト
ル

コ
兵
が
、
休
養
等
で
日
本
に
立
ち
寄
っ
た
際
、
あ
た
た
か

く
接
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
あ
る
。「
日
本
は
い
い
よ
」

と
ク
チ
コ
ミ
で
評
判
を
呼
ん
だ
の
だ
。

　

そ
ん
な
こ
ん
な
も
あ
っ
て
、
現
代
の
日
本
人
が
、
彼
の

国
で
親
切
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

三
五
〇
ド
ル
が
一
二
〇
ド
ル
に

絨
毯
商
人
に
し
て
や
ら
れ
た
か
？

　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
グ
ラ
ン
ド
バ

ザ
ー
ル
で
の
こ
と
だ
。

　

ち
ょ
っ
と
洒
落
た
黒
の
バ
ッ
ク
ス
キ
ン
の
ジ
ャ
ン
バ
ー

を
見
つ
け
た
。

　

売
り
子
が
「
安
い
よ
。
イ
タ
リ
ア
じ
ゃ
七
百
ド
ル
は
す

る
よ
。
こ
ち
ら
で
作
っ
た
の
を
持
っ
て
い
っ
て
、
タ
グ
を

つ
け
て
イ
タ
リ
ア
製
に
な
る
ん
だ
。
同
じ
品
物
だ
よ
。
三

百
五
十
ド
ル
に
負
け
と
く
か
ら
」
と
言
っ
て
く
る
。

　

「
百
ド
ル
な
ら
、
買
う
よ
」

　

「
冗
談
じ
ゃ
な
い
」

　

「
あ
ぁ
、
そ
う
」

　

と
立
ち
去
っ
た
ら
、
追
い
か
け
て
き
て
「
二
百
ド
ル
に

す
る
」。

　

「
い
ら
な
い
」
と
答
え
る
と
、
百
五
十
ド
ル
と
な
り
、

つ
い
に
は
百
二
十
ド
ル
と
な
っ
た
の
で
、つ
い「
買
っ
た
」トルコ絨毯
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と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

仲
間
に
「
買
い
物
が
う
ま
い
ね
」
と
言
わ
れ
た
け
れ
ど
、

本
当
に
そ
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
バ
ザ
ー
ル
の
〝
絨
毯

商
人
〞
に
、
う
ま
く
し
て
や
ら
れ
た
気
が
し
な
い
わ
け
で

も
な
い
。

多
々
あ
る
名
所
に
魅
力
的
な
料
理

世
界
三
代
絨
毯
生
産
国

　

ト
ル
コ
に
は
、
奇
岩
群
の
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
、
石
灰
棚
と

温
泉
の
バ
ム
ッ
カ
レ
、
ペ
ル
ガ
モ
ン
の
都
市
遺
跡
、
ト
ロ

イ
の
木
馬
、
ト
ピ
カ
ピ
宮
殿
と
、
観
光
名
所
が
目
白
押
し
。

写
真
を
撮
り
出
し
た
ら
き
り
が
な
い
。　

　

加
え
て
も
う
一
つ
の
魅
力
は
、
食
事
で
あ
る
。
レ
ン
ズ

豆
と
ミ
ン
ト
の
ス
ー
プ（
花
嫁
の
ス
ー
プ
）、鯵
の
蒸
し
焼
き
、

白
隠
元
と
ミ
ー
ト
シ
チ
ュ
ー
、
ド
ル
マ
（
米
と
挽
き
肉
の

詰
め
も
の
）、
ナ
ス
の
オ
リ
ー
ブ
油
冷
製
な
ど
、
お
い
し

い
料
理
は
、
星
の
数
ほ
ど
は
オ
ー
バ
ー
と
し
て
も
、
太
陽

系
の
惑
星
数
以
上
は
あ
る
。
ト
ル
コ
料
理
は
世
界
三
大
料

理
の
一
つ
な
の
だ（
ほ
か
は
フ
ラ
ン
ス
料
理
と
中
華
料
理
）。

お
土
産
と
し
て
、
ト
ル
コ
料
理
の
本
（
も
ち
ろ
ん
日
本
語
、

写
真
入
り
）
を
買
っ
た
。

　

ま
た
、
ト
ル
コ
は
、
世
界
三
大
生
産
国
（
ほ
か
は
ペ
ル

シ
ア
に
中
国
）
で
あ
り
、
品
質
の
高
い
絨
毯
を
生
産
す
る

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。値
段
も
高
か
っ
た（
一
千
ド
ル
）が
、

「
日
本
で
は
数
倍
も
す
る
ん
で
す
よ
」
の
売
り
子
の
一
声

で
、二
畳
ほ
ど
の
絨
毯
を
衝
動
買
い
し
、船
便
と
し
て
送
っ

た
。
い
ま
で
は
、
わ
が
家
の
リ
ビ
ン
グ
で
活
躍
し
て
い
る
。

ア
ジ
ア
そ
れ
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

Ｅ
Ｕ
加
盟
を
切
望
す
る
が
…

　

と
こ
ろ
で
、
ト
ル
コ
は
ア
ジ
ア
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
。
国

土
面
積
の
97
％
は
ア
ナ
ト
リ
ア
（
ア
ジ
ア
地
域
）
に
属
し

て
い
る
し
、
ト
ラ
キ
ア
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
）
は
３
％
に

過
ぎ
な
い
。
民
族
的
に
も
ア
ジ
ア
系
が
多
い
。
日
本
の
外

務
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、ア
ジ
ア
で
も
欧
州
で
も
な
く
、

中
東
地
域
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
の
国
は
Ｅ

Ｕ
（
欧
州
連
合
）
加
盟
を
切
望
し
て
い
る
の
だ
。
既
に
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条
約
機
構
）
に
加
盟
し
て
お
り
、
安

全
保
障
上
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
運
命
共
同
体
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ト
ル
コ
旅
行
の
最
中
、
在
日
経
験
も
あ
る
イ
ン
テ
リ
青

年
と
知
り
合
っ
た
。「
な
ん
で
国
防
費
が
高
い
の
」
と
質

問
し
た
と
こ
ろ
、「
国
防
こ
そ
最
高
の
福
祉
で
す
よ
。
国

民
の
生
命
、
財
産
が
守
れ
な
く
て
、
福
祉
政
策
だ
け
を
唱

え
て
み
て
も
は
じ
ま
ら
な
い
で
し
ょ
」と
の
答
え
で
あ
っ
た
。

　

「
ロ
シ
ア
（
旧
ソ
連
）
の
脅
威
は
、
薄
ま
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
の
」

　

「
で
も
、
わ
が
国
は
イ
ラ
ン
、
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
と
価

値
観
の
違
う
国
に
囲
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

「
ギ
リ
シ
ャ
と
の
争
い
の
ほ
う
が
大
変
じ
ゃ
な
い
？
」

　

「
え
ぇ
、
領
土
問
題
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
あ
の
国
は

民
主
国
家
で
す
。
わ
が
国
と
同
じ
価
値
観
に
立
つ
国
で
す
。

話
し
合
い
で
解
決
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

宗
教
国
家
と
は
、
そ
う
は
行
き
ま
せ
ん
」

　

た
し
か
に
、
ト
ル
コ
は
イ
ス
ラ
ム
主
義
を
前
面
に
掲
げ

る
国
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
現
在
は
中
道
右
派
で
、
イ

ス
ラ
ム
色
の
強
い
公
正
発
展
党
（
Ａ
Ｋ
Ｐ
）
が
第
一
党
を

占
め
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
加
盟
が
、
見
え
て
き
て
い
な
い
。

■ 

て
ら
い
と
お
る　

昭
和
22
年
生
ま
れ
、46
年
、中
大
法
卒
。

雑
誌
編
集
者
、
新
聞
記
者
を
経
て
現
在
、
尚
美
学
園
大
学

非
常
勤
講
師
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
広
報
委
員
、
日
本
旅

行
作
家
協
会
会
員
。『
サ
ン
ダ
ル
履
き
週
末
旅
行
』（
竹
内

書
店
新
社
）
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
記
の
ほ
か
、
近
刊
と

し
て
エ
ッ
セ
イ
『
裏
方
物
語
』（
時
評
社
）
が
あ
る
。
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